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ＭＣ８のτ generic sample 

• Decay tableがどうもおかしいようなので調べた 
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標準的な生成 
（release-00-08-00) 

Decay mode 

赤：decay tableに 
入っているBR × 
イベント数 
青：実際にファイルに 
入ってたモード 

早坂の独自のdecay分類 module 
なので、上記以外は分類できない。 
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BGx2 

BGx0 BGx1 

主要崩壊は合っている。 
 
分類できない崩壊があった。 
BGx0, BGx1, BGx2の違いはない。 
tga1n がない。 
分類できないものの量と 
tga1n はほぼ同量 

ＭＣ８のgeneric sampleを見てみた 



０に分類されているイベント 

• 全部見たわけではないが… 
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t-
gr-(gp-p0)p0n, t+

gm+nnという事象。 

a1
-
gp-p0p0, t-

ga1
-nなので、一応同じ崩壊とみなせる。 



なんで？ 
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datなのだが、 
わざとtを落として 
みた。 

元々KKMCは、 
Decay tableが 
見れない場合は 
自分で持ってる 
Tableに基づいて 
事象生成する。 
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わざと BGx0 

BGx1 BGx2 

多分、MC8のtau generic生成では正しくdecay tableが読まれなかった 



ＭＣ８のtau generic MC sampleの注意 

• Decay tableが正しくない 
– 主要モードはよさげ 

– tgenn, mnn, pn, rn, Kn, K*n, 3meson+n 

– 分布は未チェック 

– t-
gr-(gp-p0)p0n or t-

gr0(gp-p+)p-n以外の過程
があるか調べる 

• @MC9 
– Release-00-09-0X では、存在ファイルを指定すると止
まるように変更されていた。（いろんな人がイロイロ触
るので、もう追い切れていない） 

– 多分、大丈夫だが、要チェック 
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p0 study 

• Belle 1のstudyでtgpp0nはかなりcleanである
ことがわかっている。 

   →p0 mass distributionのサイドバンドから
Beam BGの量が見積もれる（かも） 

 →p0 mass distributionの広がりから、g energy 
resolution のBeam BGによる影響が見える（か
も） 
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tgpp0n/tgℓnn 選別条件 
1.性質のよい荷電飛跡２本、性質のよい光子２本以上、
荷電飛跡の電荷量相和＝０ 
性質のよい荷電飛跡: |dr|<0.5 cm, |dz|<3.0 cm, pt>0.1, 
-0.8660<cosq<0.9563 
性質のよい光子： Eg>50 MeV, -0.8660<cosq<0.9563 
2.カロリメータで測定されたエネルギーの総量 9GeV未満 
3.欠損運動量 1GeV/c以上、7GeV/c未満 
4.欠損運動量の仰角30度～150度 
5.thrustの大きさ0.9以上 
6.thrust軸との開き角が９０度以内の荷電飛跡１本、９０
度以上の荷電飛跡１本 
7.片方の荷電飛跡はミューオンか電子 
8.もう片方の荷電飛跡はパイオン 
9. thrust軸の向きをパイオンの方向に近い方と再定義。
thrust軸との開き角が９０度以内の光子 ２本 
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性質のよい光子の様子 

• とりあえず、“よい光子”だけ選んだ状態で… 
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BGx0 BGx1 BGx2 

確度別の分析はまだ。# of gamma = 2の選別条件は efficiency 下げそう 

4.0x106 

processed 
8.0x106 

processed 
5.0x106 

processed 



性質のよい光子のうちISRの数 
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BGx0 BGx1 BGx2 

性質のよい光子のうち物理過程の光子数 

物理過程は 
違わないはず 
なのに？？？ 



性質のよい光子のうちFake gの数 
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BGx0 BGx1 BGx2 

性質のよい光子のうちMC 
情報が取れなかった光子数 

BGx0 BGx1 BGx2 

これがBeam BG 
だと思ってたが 
   BGx0でも 
     観測 
     された 
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BGx0 BGx1 

BGx2 

4.55x107 

events 
processed 
=50fb-1 

7.6x107 

events 
processed 
=83fb-1 

 

3.16x107 

events 
Processed 
=34fb-1 

 

ちゃんと測ってないが 
EfficiencyがBGx1, BGx2で 
かなり悪くなっている 
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BGx0 BGx1 

BGx2 
qで33.6度～132.5度を 
Barrelと定義 
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BGx0 BGx1 

BGx2 
qで33.6度以下を 
Forwardと定義 
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BGx0 BGx1 

BGx2 
qで132.5度以上を 
Backwardと定義 



まとめ 

• MC8のtau generic MCを使うときは注意が必要 

–ただ主要モードの分岐比はだいたい合ってるので、
rough estimationにはそんなに問題なさそう 

– MC9では直ってそう（要チェック） 

• Pi0 massのサイドバンドはイベントが増えている。 

– Resolutionも悪くなってそう 

→定量的な評価を今後します。 
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